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４６ 政治資金規正法の規定に基づく政治団体の

届出事項の異動の届出があった件

４７ 政治資金規正法の規定に基づく政治団体の

解散の届出があった件



【選挙管理委員会告示】

番 号 表 題 担当課名

４８ 地方自治法の規定による条例の制定又は改

廃の請求及び監査の請求をする場合の県議

会議員及び知事の選挙権を有する者の５０

分の１の数を告示する件

４９ 地方自治法の規定による県議会の解散の請

求、知事の解職の請求及び主要公務員の解

職の請求をする場合の県議会議員及び知事

の選挙権を有する者の総数のうち４０万を

超える数に６分の１を乗じて得た数と４０

万に３分の１を乗じて得た数とを合算して

得た数を告示する件

５０ 地方自治法の規定による県議会議員の解職

の請求をする場合の小松島・勝浦選挙区に

おける県議会議員の選挙権を有する者の３

分の１の数を告示する件

５１ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の規定による県教育委員会の教育長又は委

員の解職の請求をする場合の知事の選挙権

を有する者の総数のうち４０万を超える数

に６分の１を乗じて得た数と４０万に３分

の１を乗じて得た数とを合算して得た数を

告示する件



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び

第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
度
の
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官

候
補
生
の
募
集
期
間
、
採
用
試
験
の
試
験
期
日
、
試
験
場
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

募
集
期
限
、
試
験
期
日
及
び
試
験
種
目

男
子
及
び
女
子
の
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生

試
験
回

募

集

期

限

試

験

期

日

試

験

種

目

第
一
回

令
和
六
年
六
月
十
八
日

令
和
六
年
六
月
二
十
九
日
（

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検

（
火
曜
日
）
ま
で

土
曜
日
）

査
、
身
体
検
査
及
び
経
歴
評
定

備
考１

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
に
つ
い
て
は
、
試
験
期
日
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方

法
に
よ
り
受
験
す
る
も
の
と
す
る
。

２

筆
記
試
験
は
、
国
語
（
作
文
を
含
む
。
）
、
数
学
、
地
理
歴
史
及
び
公
民
に
つ
き
、
学
校
教

育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
定
め
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
に
つ
い
て

試
験
す
る
も
の
と
す
る
。

二

試
験
場

男
子
及
び
女
子
の
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生

試
験
回

名

称

位

置

第
一
回

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地

板
野
郡
松
茂
町
住
吉
字
住
吉
開
拓
三
八

三

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
初
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
者
で
、
学
校
教
育

法
に
定
め
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
し
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

１

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者

２

法
令
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

３

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他

の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

四

採
用
予
定
月

令
和
七
年
三
月
又
は
四
月

五

志
願
票
の
受
領
及
び
提
出
先

志
願
票
は
、
各
市
役
所
若
し
く
は
各
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部
若
し
く
は
そ
の
出

張
所
等
で
受
領
し
、
提
出
す
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
）

二
千
台
（
賃
貸
借
）

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
六
年
五
月
二
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四
番
一
号

五

落
札
金
額

三
百
九
十
九
万
八
百
円
（
月
額
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
）

二
千
台
（
賃
貸
借
）

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
六
年
五
月
二
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

三
菱
Ｈ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
五
番
一
号

五

落
札
金
額

三
百
十
三
万
五
千
円
（
月
額
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

令
和
六
年
度
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
運
用
保
守
業
務

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
企
画
総
務
部
情
報
政
策
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
六
年
四
月
一
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
徳
島
株
式
会
社

徳
島
市
新
蔵
町
一
丁
目
一
七
番
地

五

契
約
金
額

七
千
百
九
万
三
千
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第

一
号



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治

法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
四
月

一
日
次
の
事
務
を
特
定
非
営
利
活
動
法
人
大
川
原
に
委
託
し
た
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
立
佐
那
河
内
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
徳
島
県

条
例
第
十
九
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
徴
収
の
事
務



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴
会
を
次
の
と
お

り
開
催
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

日

時

場

所

案

件

令
和
六
年
六
月
二
十
日
（

那
賀
郡
那
賀
町
木
頭
字
前
田
四
三
番
地

黒
滝
山
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地

木
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら

一

区
（
那
賀
町
、
既
指
定
、
面
積
八
十

木
沢
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
存
続
期
間
十
年
間
）

の
再
指
定
に
つ
い
て

令
和
六
年
六
月
二
十
日
（

那
賀
郡
那
賀
町
延
野
字
王
子
原
三
一
番

あ
い
あ
い
ら
ん
ど
鳥
獣
保
護
区
特

木
曜
日
）
午
後
一
時
三
十

地
一

別
保
護
地
区
（
那
賀
町
、
既
指
定
、

分
か
ら

那
賀
町
役
場
相
生
庁
舎
会
議
室

面
積
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
存
続
期
間

十
年
間
）
の
再
指
定
に
つ
い
て

備
考

公
聴
会
に
関
す
る
問
合
せ
先

徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部
環
境
担
当
（
電
話
○
八
八
四

二
八

九
八
六
二

―
―

）



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治

法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
四
月

一
日
次
の
事
務
を
株
式
会
社
あ
わ
わ
に
委
託
し
た
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
立
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
徳
島
県
条
例
第
七
十

四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
使
用
料
の
徴
収
の
事
務



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

税

理

士

に

よ

る

徳
島
市
西
新
町
二
丁
目
三
五
番
地
竹

令

和

六

年

岩

佐

誠

志

濱

口

恭

一

仁

木

博

文

後

援

会

田
ビ
ル
二
Ｆ

五

月

七

日

令

和

六

年

徳
島
県
作
業
療
法
士
連
盟

上

田

裕

久

田

中

茂

徳
島
市
東
吉
野
町
二
丁
目
一
六
番
地

五

月

九

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一

政
党
の
支
部

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

自

由

民

主

党

令

和

六

年

重

清

佳

之

代
表
者
の
氏
名

重

清

佳

之

中

西

祐

介

徳

島

県

支

部

連

合

会

四

月

十

三

日

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

令

和

六

年

し
お
ざ
き
て
る
ち
か
後
援
会

潮

崎

焜

及

代
表
者
の
氏
名

潮

崎

焜

及

米

田

実

郎

四

月

十

日

令

和

六

年

竹
内

よ

し

の

り

後

援

会

竹

内

孝

明

代
表
者
の
氏
名

竹

内

孝

明

山

下

茂

秋

四

月

二

十

二

日

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
西
大
工
町
五
丁
目
二
三

令

和

六

年

遠

藤

彰

良

後

援

会

皆

本

一

雄

徳
島
市
佐
古
一
番
町
七
○
三
番

所
在
地

番
地

四

月

十

六

日

会
計
責
任
者
の

令

和

六

年

柿

内

久

弥

後

援

会

福

井

雅

彦

柿

内

裕

充

柿

内

英

男

氏
名

四

月

二

十

九

日



代
表
者
の
氏
名

宮

本

敬

行

天

羽

重

義

会
計
責
任
者
の

令

和

六

年

宮
本
ひ

ろ

ゆ

き

後

援

会

宮

本

敬

行

宮

本

敬

行

生

藤

康

弘

氏
名

四

月

二

十

五

日

主
た
る
事
務
所
の

板
野
郡
北
島
町
高
房
字
百
広
花

板
野
郡
北
島
町
高
房
字
東
堤
下

所
在
地

一
三－

一
二

二－

五

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
北
沖
洲
四
丁
目
一
二－

令

和

六

年

新
し
い
徳
島
を
つ
く
る
会

井

上

務

徳
島
市
住
吉
六
丁
目
一－

六

所
在
地

六
○

五

月

一

日

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
北
沖
洲
四
丁
目
一
二－

令

和

六

年

井

上

ツ

ト

ム

後

援

会

井

上

務

徳
島
市
住
吉
六
丁
目
一－

六

所
在
地

六
○

五

月

一

日

税

理

士

に

よ

る

会
計
責
任
者
の

令

和

六

年

日

下

雅

史

濱

口

恭

一

岩

佐

誠

志

中

西

祐

介

後

援

会

氏
名

五

月

二

日

代
表
者
の
氏
名

鵜

飼

伸

一

吉

田

成

仁

令

和

六

年

鳴

門

市

医

師

連

盟

鵜

飼

伸

一

会
計
責
任
者
の

五

月

一

日

香

川

賢

一

元

木

康

文

氏
名



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

森

本

吉

治

後

援

会

髙

橋

義

英

令
和
五
年
十
二
月
二
十
日

岸

本

泰

治

後

援

会

鈴

江

実

騎

令

和

六

年

五

月

二

日

泰

朋

会

寺

内

啓

治

令

和

六

年

五

月

二

日

轟

ゆ

き

む

ね

後

援

会

轟

勇

輝

心

令

和

六

年

四

月

三

十

日

岡

孝

治

後

援

会

森

本

誠

治

令

和

六

年

五

月

十

三

日

塀

本

信

之

後

援

会

笠

井

哲

人

令

和

六

年

五

月

十

一

日

見

田

治

後

援

会

井

上

純

令

和

六

年

五

月

十

一

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
条
例
の
制
定

又
は
改
廃
の
請
求
及
び
同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
の
請
求
を
す
る
場
合
の
県
議
会
議

員
及
び
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
五
十
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一
二
、
一
四
二
人



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
議
会
の
解

散
の
請
求
、
同
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
解
職
の
請
求
及
び
同
法
第
八
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
主
要
公
務
員
の
解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
県
議
会
議
員
及
び
知
事
の
選
挙
権
を
有
す

る
者
の
総
数
の
う
ち
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一
六
七
、
八
四
六
人



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
議
会
議
員
の

解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
小
松
島
・
勝
浦
選
挙
区
に
お
け
る
県
議
会
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
三

分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

選

挙

区

名

数

小
松
島
・
勝
浦

一
二
、
一
一
二
人



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
一
号

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
県
教
育
委
員
会
の
教
育
長
又
は
委
員
の
解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
知
事
の
選
挙
権

を
有
す
る
者
の
総
数
の
う
ち
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一
六
七
、
八
四
六
人
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